
多摩市グリーンボランティア通信 グリーンサークル 49 号  2023 年 3 月 21 日発行   

1 

 

 

 

    クローズアップ        赤羽 誠 

          活動団体紹介        森木会 クラフトプロジェクト 

        講座イベント紹介     多摩市消費者生活フォーラム 

                     ＆エコフェスタ 2022 

多摩市みどりのかわら版  青島 勇介 

～クローズアップ～  

グリーンライブセンターの大規模改修とその後 
多摩市グリーンボランティア連絡会 代表 赤羽 誠 

 

多摩市立グリーンライブセンターは、平成元年

（1989年）に当時の住宅・都市整備公団の「多摩グ

リーンライブ構想」により打出され、その後、多摩

市の「グリーンライブ計画」により、多摩市の緑の

拠点として具体的な計画が着手されました。そして、

平成2年（1990年）4月に、「みどり豊かで快適な

まち作り」をめざして、都市の緑化を推進していく

ための「みどりの拠点」として、多摩市がグリーン

ライブセンター開設をしました。みどりとの遊び方、

親しみ方、楽しみ方などを提案するとともに、みど

りについての知識や情報を提供していくものとし

て運営が始まりました。 

第1期：開設当初（1990年）から平成12年（2000

年）3月までは、隣接するパルテノン多摩と一帯

で管理され、財団法人多摩市文化振興財団が運営

してきました。 

第2期：平成12年（2000年）から平成23年（2011

年）3月までは、多摩市のみどりの担当部署が直

営で運営をしてきました。 

第3期：平成23年（2011年）4月から現在までは、

個々の事業をより発展させ、みどりに関する多用

な要望に応えるため、「みどりとみずの保全にか

かわるボランティア活動をしている団体が集ま

った多摩市グリーンボランティア連絡会」と「市

内の大学で、園芸部門に専門性を持つ恵泉女学園

大学」さらに「当初からの計画者である多摩市」

の三者によるグリーンライブセンター連携推進

協議会で運営管理を行っています。 

大きく 10 年ごとに、その時の状況やニーズに合

わせて、運営形態も含めて変わってきました。そし

て、施設の老朽化も目立ってきた平成 28 年（2016

年）くらいから、グリーンライブセンター連携推進

協議会で改修工事の検討を開始しました。施設改修

とともに、新たに始まった事業への対応、大学と市

民が運営に関わることになり市民ボランティアの

活動も多くなったことにも対応できる施設を目指

しました。さらに、令和元年（2019年）からガーデ

ンに加えて、バックヤードの有効活用も含めた基本

設計の改修工事内容を検討し、令和 4 年(2022 年)

から多摩中央公園改修工事に合わせた実施設計を

検討し、令和5年(2023年)2月にグリーンライブセ

ンターの改修工事の市民説明会を行いました。 

 改修の考え方・基本方針は 

 拠点機能の充実 

ボランティア活動支援、みどりの活動の情報集積、

多摩中央公園内公共施設との連携強化 

 自然とのふれあい 

四季折々の変化、学びと体験の場、講座の充実 

 魅力の向上 

GLC の認知度向上、市民ニーズの把握、情報発信

の充実、園芸の楽しさの伝達 

 施設更新 

利用者の利便性向上、メンテナンスの効率化、老

朽化対策、ユニバーサルデザイン、環境配慮 

 植物園としておもてなし 

見本園としての機能、多言語化、憩いの場、暮ら

しの中への取り込みの提案 

として、実施設計を進めてきました。 

このように GV 連絡会は改修に向けて多摩市や恵

泉女学園大学とともに取り組んできました。 

多摩市グリーンボランティア連絡会は、改修後の

グリーンライブセンターの第4期ともいえる次の10

年に向けて、多摩市・恵泉女学園大学と連携して、

グリーンライブセンター運営への市民の関わり方

の見直しを行うと

もに、みどりに関

する市民活動の新

たな展開を図って

いくつもりです。

ミツバアケビ 

グリーンサークル ４９号 
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～活動団体紹介～ 

森木会 クラフトプロジェクト 
森木会クラフトプロジェクト 大谷 文子 

 
2017年に始まった『森木会 クラフトプロジェク

ト』は、活動団体を越えてクラフトを楽しむ活動で

すが、2022年度に行われた4回の活動についてご紹

介します。 

 

5月 こどもまつり 竹あそび（竹ぽっくり・竹馬） 

多摩中央公園のモウソウチクで竹ぽっくりを、豊

ヶ丘の杜緑地のマダケで竹馬を作り、グリーンライ

ブセンター前で子ども達に遊んでもらいました。 

竹ぽっくりは保育園でやったことがあるからと見事

に乗りこなす園児や、スタッフに支えてもらいなが

らも初めての竹馬を一生懸命頑張る小学生など、た

くさんの人達に楽しんでいただけました。 

 

10月 パルテノン多摩こどもひろばOLIVEイベント

「竹のおもちゃであそぼう」 （竹とんぼ・竹ぽっ

くり・竹馬）  

OLIVEのイベントに協力する活動でした。 

竹とんぼの最終調整は釣り合いが取れるように紙

やすりで削ってもらうのですが、なかなか苦戦する

子や 「これでいい」と早く飛ばしたい子、などと

様々です。その後 竹とんぼを飛ばす時には、お父

さんやお母さんの方が夢中だったり、お兄ちゃんお

姉ちゃんの飛ばす竹とんぼを追いかけているお子さ

んがいたりして、見ている方が笑顔になれる光景で

した。竹ぽっくりは広場で乗った後、持ち帰りもし

てもらいました。竹馬は、大人の方も楽しんでおら

れました。皆さん懐かしく感じられたのでしょうね。 

 

12月 竹灯籠のクリスマスイルミネーション  

12月 竹灯籠のクリスマスイルミネーション 

今年のクリスマスイルミネーションも、グリーン

ライブセンター入口前と公園遊歩道沿いの斜面に、

LED 照明の竹灯籠を設置しました。作り始めて 6 年

目の竹灯籠は図案が増え、いろいろな絵柄を電動ド

リルやジグソーを使って切り出していきました。夕

暮れの中に点灯した灯りには、通りがかった人達が

足を止め写真を撮っておられました。 

 

3月 パークライフショー （丸太切り体験） 

グリーンライブセンター前で、市内の公園で切り

出された丸太を切る体験をしていただきました。小

さなお子さんから大人の方まで、スギなどの丸太を

手鋸で切り、樹皮を剥いで紙やすりをかけ、それぞ

れお土産にしていただきました。 コースターや植

木鉢の台など皆さんいろいろな使い方を想定されて

いた様子でした。木の香りも一緒に楽しんでいただ

けたらと思います。 

 

私をクラフトプロジェクトに誘ってくださったの

は所属団体の先輩でした。切り出し小刀での竹の細

工や電動ドリルでの穴あけは初めての経験でしたが、

毎回楽しく活動させていただいています。皆さんも

参加なさいませんか？ 

  

12 月 竹灯籠のクリスマスイルミネーション 3 月 パークライフショー（丸太切り） 
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～講座イベント紹介～ 

多摩市消費者生活フォーラム&エコ・フェスタ 2022 

多摩市⺠環境会議 会⻑ 清水武志朗 
 

2022 年 12 月 10 日(土)、11 日(日)、ベルブ永山に

て「多摩市消費者生活フォーラム＆エコ・フェスタ

2022」が開催されました。「進めよう！環境にやさ

しい新しい暮らしを！」「〜持続可能な社会を目指

して〜」をテーマとして、多摩市内で活動している

市民団体、学校、企業など「30 団体」が集まり、暮

らしや環境に関わるさまざまな問題等について活動

している内容の展示、発表するイベントです。 

2020 年から 3 年(3 回)程、今までは(20 回程)多摩

センターの「パルテノン多摩」の会場を使用して開

催していましたが、改修により会場が使用できず、

多摩市消費者団体等連絡会(略称：消団連)、市役所、

多摩市民環境会議の三社が相談を重ね、2022 年から

ベルブ永山にて、開催を続けるようになりました。 

パルテノン多摩で開催していた「エコ・フェスタ」

は、多摩市民環境会議と共に活動し、イベントなど

に参加していただいた各団体(約30団体)がそれぞれ

「どのように地域と関わり」「どんな活動をしてい

る」か、会場にて「工作、発表、展示」等をして貰

いました。 

同時に市内の小、中、高等学校の児童、生徒が夏

休み等に制作した「多摩市身のまわりの環境地図」

の作品を会場に展示しました。また制作した児童、

生徒たちがどのような思いや、気づいた事柄を調べ

作品に仕上げたかを聞き取ることにより、苦心した

想いが伝わって来ました。 

「エコ・フェスタ」は、市内で活動している団体で

「みずやみどり」、「ゴミ問題、環境美化」、「自

然エネルギー」等に関わっている方達が展示、発表、

来場者と一緒に「工作」、「ゲーム」などに参加を

して、それぞれの活動に関心を持って頂き、できれ

ば会員に加わって活動との思いから始まりました。

「コロナ」等の対応でなかなか活動がままならない

ですが、少しずつですが活動できるようになって来

ました。今後も続けて開催していきたいと思ってい

ますので皆様、ご協力をお願い致します。 

 

「TAMA サスティナブル・アワード 2022」 

地域、学校、起用などで実践されている「持続可

能なライフスタイル」「環境にやさしい取り組み」

等について活動している団体を表彰し、広くそれを

皆さんに共感していただき、環境に対する啓発、行

動につながることを目的として今回開催されました。 

第 1 回目は 4 つの部門に 14 団体より応募があり

「地球温暖化対策部門」に「一般社団法人

LGBT-JAPAN」が、「プラスティック・スマート

部門」に「よみがえれ、大栗川を楽しむ会」が、「生

物多様性保全部門」に「多摩グリーンボランティア

森木会」が、「グッドライフスタイル部門」に「株

式会社セブン＆アイ・フードシステムズの団体」が

それぞれ受賞されました。 

今年も「TAMA サスティナブル・アワード 2023」

として 8 月ごろに募集を行う予定です。 

 

多摩市消費者生活フォーラム＆エコ・フェスタ 2022 TAMA サスティナブル・アワード 2022 
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～多摩市みどりのかわら版～ 

虜 
多摩市 環境部 公園緑地課 青島 勇介 

 

公園緑地課に配属されてから早２年が経ちまし

た。公園整備を担当しており、多摩中央公園の改修

整備事業を担っています。本事業は完成まで長期に

わたることから多摩中央公園班の皆様やグリーン

ライブセンターに関わる多くの方々にはご迷惑を

お掛け致しますが、活動を継続して頂けるよう、事

業者と調整を図り、サポート体制を整えていきます。 

公園緑地課に来るまではみどり活動や市民協働

とは無縁でしたが、田舎で育ちましたので植物に対

する下地の知識はある程度備えています。幼少期は

幼馴染とザリガニ釣りや木登りに興じたり、空き地

での虫取りなど、一体どのようにして時間を捻出し、

どこに体力があったのか、当時の自分に聞いてみた

くなるほどです。また、すかしているように見られ

がちですが、ナチュラリストのマインドを有してお

りルーツは祖父にあります。 

祖父は庭の手入れや盆栽作りに加え、近くに畑を

借り、根菜類や葉茎菜類、果樹までも育てていまし

た。じいちゃん子だった私は、イチジクに群がるカ

ミキリムシの駆除（採集）や盆栽用に自然の中で自

生している苔を採取するため、沢まで足を運びまし

た。小学生になる頃には知恵が付き始め、公園や道

端、石垣の隙間などに苔が繁殖していることを発見

し、道草が楽しくて仕方がありませんでした。 

しかし、時を同じくして発売されたファミコンに

よって、遊び方が一変し、虜になりました。現在で

はオンライン化され、自宅にいながら友達と遊ぶだ

けでなく、コミュニティの場としても利用されてい

るようですが、生活様式や価値観の多様化による社

会的背景を鑑みると、ニーズを汲み取った効果的な

遊びと言わざるを得ません。しかし、幼馴染と悪さ

をし、近所の世話好きなおばちゃんに声をかけられ、

怖いおじいさんに叱られ、地域に育てられた私とし

ては、妙な寂しさを覚えます。 

上京して２７年、東京での生活が長くなり、都会

の便利さ、華やかさが心地よく、都会生活を謳歌し

ていますが、河川の護岸はコンクリートで覆われ、

子供たちの手の届くところにある枝は登れないよ

うに剪定され、空き地にはマンションが建つなど、

身近な自然が減少し、地域社会も希薄になっていま

す。 

皆様の取り組みは、多摩市のみどりを育み、地域

活動を通して子供たちとも関わる等、地域社会のコ

ミュニティを広げていく一歩であることは間違い

なく、私も一緒に次世代へつなげる取り組みを推進

していきたいと思います。 

若輩者ですが、精一杯努めたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 
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表紙の絵 

「ミツバアケビ」絵・内城葉子 
小葉は三枚、果実は紫色を帯び食用になります。 

蔓は弾力があり籠細工等の最高の材料です。 

＜プロフィール＞ 1949 年東京生まれ。1986 年国立科学博物館

第 2 回植物画コンクール文部大臣奨励賞、1989 年世界らん展ボ

タニカルアート部門ブルーリボン賞、英国王立園芸協会ロンド

ン・フラワーショーGold Medal受賞など 

＜所属＞日本ボタニカルアート協会、日本植物画倶楽部、どんぐ

り山を守る会代表 

＜著書＞「鏡の中-俳句と植物画」共著、2005年新風舎。他、絵

本や学習図鑑などに描画。雑木林などの活動を通じ、実際の木々

や草花に触れることが細部に及ぶ精密な描写となり、植物本来の

温もりを感じられる作品が特徴。 

編集後記 ふたつとないもの 

毎年恒例となりました「多摩の雑木林を歩く春」講座、実踏

した 3 月中旬は寒かったのですが、すぐ桜の開花があり、この

調子なら 3/26 (日)の実施日はさぞ見頃だろうと楽しみにしてい

ます。この時期は朝に晩に季節がどんどん進みますから、ワク

ワクするとともに、季節の移ろいと植物の生命力の強さにいつ

も驚かされます。 

講座ではあらゆる種類の樹木の下を歩くため、あらゆるサク

ラの花の色も美しく目移りするのですが、薪炭林である多摩の

雑木林、クヌギとコナラのそれぞれの芽吹きの色が違うのをご

存知でしょうか。 

クヌギとコナラは、ドングリの形に特徴がありますが、葉の

形、樹皮の違いは一見わかりづらいです。クヌギもコナラも樹

皮は割れていますが、クヌギは割れ目がオレンジ色、コナラの

割れた樹皮の表面は白っぽい。クヌギのほうが葉は細長くふち

がトゲトゲしている(鋸歯)。コナラのほうが葉の幅が広く、ト

ゲトゲしていない(気がしますが・・・) 

しかし、芽吹きの色は違いがよくわかります。どちらも柔ら

かい色ですが、クヌギは青みがかった緑色、コナラは黄みがか

った緑色をしています。 

この時期ならではの様々な変化をお楽しみいただけたら嬉し

いです。(まつ) 


